
勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交付要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、公共の鉄道及び路線バスの通学定期乗車券（以下「定期券」とい

う。）を購入し通学する高校生等のある世帯の経済的負担の軽減により、子育て環境の

向上を図るとともに公共交通の利用促進を図ることを目的として、予算の範囲内におい

て、高校生等通学定期券購入費補助金（以下「補助金」という。）を交付することに関

し、必要な事項を定めるものとする。

（用語の定義）

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。

(1) 高等学校等 学校教育法（昭和２２年法律第２６号。以下「法」という。）第１条

に規定する高等学校、特別支援学校（高等部に限る。）、高等専門学校（第１学年か

ら第３学年までに限る。）及び法第１２４条に規定する専修学校（高等課程に限

る。）をいう。

(2) 高校生等 高等学校等に通学する者をいう。

(3) 保護者 法第１６条の規定による保護者をいう。

（補助対象者）

第３条 補助金の交付を受けることができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とす

る。

(1) 勝浦市内に住所を有し、かつ、市外の高等学校等に通学するために定期券を購入し

た高校生等（未成年の場合は、その保護者）

(2) 勝浦市外に住所を有し、かつ、市内の高等学校等に通学するために定期券を購入し

た高校生等（未成年の場合は、その保護者）

２ 前項の規定にかかわらず、当該定期券の購入に対して他の助成を受ける者は、交付の

対象としない。

（補助金の額）

第４条 補助金の額は、当該高校生等が自宅から通学する高等学校等までの区間の定期券

の購入金額（以下「基準額」という。）の合計に１００分の３０を乗じて得た額（１円

未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てた額とする。以下「補助額」とい

う。）とする。ただし、次の各号に掲げる定期券及び期間については、補助金の対象と

しない。

(1) 特急券（定期券用月間料金券）及び新幹線定期券

(2) 当該年度に属さない定期券の期間

(3) 当該高校生等が高等学校等に在学する期間の月に属さない定期券の期間

(4) 紛失等により定期券を再購入した場合等、この要綱により補助を受けて購入した定

期券と重複する期間

（日割りによる補助）



第５条 前条第２号から第４号までの規定により、補助金を算出する場合において、基準

額は、日割計算により減額するものとする。

２ 前項の日割計算の方法は、当該定期券の購入金額に、当該定期券の期間の日数から減

額を要する日数を減じたものを乗じて得た額（１円未満の端数があるときは、その端数

を切り捨てた額）を、当該定期券の期間の日数で除して得た額とする。

（補助金の交付申請）

第６条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、当該定期券を

購入した日から起算して７ヶ月を経過した日又は当該年度の３月３１日のいずれか早い

期日までに勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交付申請書兼請求書（別記第１号様

式）に、次の各号に掲げる書類を添付して、市長に提出しなければならない。

(1) 定期券を使用する高校生等の学生証又は在学証明書等の在学を証する書類

(2) 定期券の写し又は氏名、金額、定期券の種類、有効期限及び利用区間が記載された

領収書

(3) 定期券を使用する高校生等の住民票（市外在住の場合）

(4) その他市長が必要と認めるもの

（補助金の交付決定等）

第７条 市長は、前条の規定による申請があった場合は、その内容を審査し、補助金の交

付を適当と認めたときは、補助金の交付の決定及びその額を確定するものとする。

２ 市長は、補助金の交付の決定及びその額を確定したときは、勝浦市高校生等通学定期

券購入費補助金交付（不交付）決定通知書（別記第２号様式）により、申請者に通知す

るものとする。

（補助金の返還）

第８条 市長は、補助金の交付の決定を受けた者（以下「交付決定者」という。）が次の

各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消し、既に

補助金が交付されているときは、当該補助金の全部又は一部を返還させることができる。

(1) 偽りその他不正な手段により補助金の交付決定又は交付を受けたとき。

(2) 通学方法の変更その他の交付要件の変更により、市長が補助金を返還させることが

適当と認めるとき。

(3) この要綱の規定に違反したとき。

２ 市長は、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消したときは、勝浦市高校生等通学

定期券購入費補助金交付取消決定通知書（別記第３号様式）により、交付決定者に通知

するものとする。

（補則）

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この告示は、令和５年４月１日から施行する。

附 則（令和６年３月２１日告示第４０号）

この告示は、令和６年４月１日から施行する。



別記第１号様式（第６条関係）

勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交付申請書兼請求書

年 月 日

勝浦市長 様

申請者 住 所

氏 名 ㊞

電話番号

下記のとおり補助金の交付を受けたいので、勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交

付要綱第６条の規定により申請（請求）します。

なお、申請に当たっては、交付審査のために住民基本台帳を閲覧することに同意します。

記

※口座名義は申請者と同一名義であること。

生徒氏名
フ リ ガ ナ

生年月日 年 月 日生

生徒住所 ※申請者住所に同じ場合は記入不要

学校名等 申請時学年 学年

購
入
し
た
定
期
券

□鉄道 □バス
いずれかに☑を記入

利用区間【 】～【 】

有効期限【 年 月 日】～【 年 月 日】
円

□鉄道 □バス

いずれかに☑を記入

利用区間【 】～【 】

有効期限【 年 月 日】～【 年 月 日】
円

□鉄道 □バス

いずれかに☑を記入

利用区間【 】～【 】

有効期限【 年 月 日】～【 年 月 日】
円

□鉄道 □バス

いずれかに☑を記入

利用区間【 】～【 】

有効期限【 年 月 日】～【 年 月 日】
円

購入費合計 円

補助金申請額
※１円未満切捨て

購入費合計（ 円）×３０％＝ 円

添付書類

・定期券を使用する高校生等の学生証又は在学証明書等の在学を証する書類

・定期券の写し又は氏名、金額、定期券の種類、購入日、有効期限及び利用

区間が記載された領収書

・定期券を使用する高校生等の住民票（市外在住の場合）

・その他市長が必要と認めるもの

補助金

振込先

金融機関名 支店・支所名

口座種別 口座番号

口座名義 フリガナ



第２号様式（第７条関係）

第 号

年 月 日

様

勝浦市長 ㊞

勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交付（不交付）決定通知書

年 月 日付けで申請のあった勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金について、

審査の結果、下記のとおり決定したので、勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交付要

綱第７条の規定により通知します。

記

１．交付決定の内容

２．不交付決定の内容

理由

補助金交付決定額 金 円

生徒氏名

学校名等

学 年 学年

交付方法 口座振込

交付予定日 年 月 日

備 考

次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付

決定の全部又は一部を取り消し、既に補助金が交付され

ているときは、当該補助金の全部又は一部を返還させる

ことがあります。

(1)偽りその他不正な手段により補助金の交付決定又は交

付を受けたとき。

(2)通学方法の変更その他の交付要件の変更により、市長

が補助金を返還させることが適当と認めるとき。

(3)勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交付要綱の規

定に違反したとき。



審査請求及び取消訴訟

１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇

月以内に、勝浦市長に対して審査請求をすることができます。（なお、この決定があったこと

を知った日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年

を経過すると審査請求をすることができなくなります。）。

２ 上記１の審査請求に対する裁決を経た場合に限り、当該審査請求に対する裁決があったこと

を知った日の翌日から起算して６箇月以内に、勝浦市を被告として（訴訟において勝浦市を代表

する者は勝浦市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます。ただし、次

の①から③までのいずれかに該当するときは、審査請求に対する裁決を経ないで処分の取消しの

訴えを提起することができます。①審査請求があった日の翌日から起算して３箇月を経過しても

裁決がないとき。②処分、処分の執行又は手続の続行により生ずる著しい損害を避けるため緊急

の必要があるとき。③その他裁決を経ないことにつき正当な理由があるとき。



第３号様式（第８条関係）

第 号

年 月 日

様

勝浦市長 ㊞

勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交付取消決定通知書

年 月 日付け 第 号で補助金の交付を決定した、勝浦市高校生等通学定

期券購入費補助金について、審査の結果、下記のとおり交付の決定を取り消しますので、

勝浦市高校生等通学定期券購入費補助金交付要綱第８条第２項の規定により通知します。

記

１．生徒氏名

２．取消決定額 金 円

３．返還額（既交付額） 金 円

４．取消の理由

審査請求及び取消訴訟

１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇

月以内に、勝浦市長に対して審査請求をすることができます。（なお、この決定があったこと

を知った日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年

を経過すると審査請求をすることができなくなります。）。

２ 上記１の審査請求に対する裁決を経た場合に限り、当該審査請求に対する裁決があったこと

を知った日の翌日から起算して６箇月以内に、勝浦市を被告として（訴訟において勝浦市を代

表する者は勝浦市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます。ただし、

次の①から③までのいずれかに該当するときは、審査請求に対する裁決を経ないで処分の取消

しの訴えを提起することができます。①審査請求があった日の翌日から起算して３箇月を経過

しても裁決がないとき。②処分、処分の執行又は手続の続行により生ずる著しい損害を避ける

ため緊急の必要があるとき。③その他裁決を経ないことにつき正当な理由があるとき。


